
　
今
月
の
花
は
ひ
ま
わ
り
。
太
陽
に
向
か
っ
て

力
強
く
伸
び
る
ひ
ま
わ
り
は
、
正
義
と
自
由
の

象
徴
と
し
て
弁
護
士
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。
10
年
前
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
松
嶋
菜
々
子
扮
す
る

ヒ
ロ
イ
ン
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
一
人

前
の
弁
護
士
に
成
長
し
て
い
く
物
語
で
し
た
。

　
近
ご
ろ
都
会
で
は
ひ
ま
わ
り
を
見
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
た
か
も

正
義
と
自
由
が
薄
れ
て
行
く
の
と
歩
調
を
合
わ

せ
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

ひるまだより
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医療法人

　
ま
ず
歯
周
病
菌
に
対
す
る
コ
コ
ア
の
抗
菌
効

果
を
検
索
し
、
そ
の
後
に
コ
コ
ア
飲
料
に
よ
る

臨
床
試
験
で
、
歯
周
病
原
菌
と
口
臭
に
対
す
る

抑
制
効
果
を
調
べ
た
。
今
回
の
研
究
に
は
３
種

の
主
た
る
歯
周
病
原
菌
と
口
腔
常
在
レ
ン
サ
球

菌
（
虫
歯
原
因
菌
）
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
培
養

後
の
菌
液
に
１
〜
３
％
濃
度
の
コ
コ
ア
を
混
ぜ
、

１
〜
６
時
間
培
養
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
す
べ
て
の
歯
周
病
原
菌
の
生
菌

数
は
、
加
え
た
コ
コ
ア
の
濃
度
が
濃
く
な
る
ほ

ど
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
減
少
し
た
。
こ
と
に
歯

周
病
原
性
の
強
い
ポ
ル
フ
ィ
ロ
モ
ナ
ス
・
ジ
ン

ジ
バ
リ
ス
（p.g

菌
）
に
対
す
る
抗
菌
効
果
は
大

で
あ
っ
た
が
、
口
腔
常
在
レ
ン
サ
球
菌
の
生
菌

数
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
コ
コ
ア
の
成

分
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
顕
著
な
抗
菌
作
用
が

認
め
ら
れ
た
。
以
上
か
ら
、
コ
コ
ア
は
虫
歯
菌

に
は
影
響
を
与
え
な
い
が
、
歯
周
病
菌
に
は
抗

菌
性
を
示
し
、
歯
周
病
予
防
食
品
と
し
て
の
可

能
性
を
示
唆
、
そ
の
抗
菌
効
果
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
に
よ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
（
次
号
に
続
く
）

鶴
見
大
学
歯
学
部
口
腔
細
菌
学
教
室
教
授
・
前
田
伸
子
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＜今月の花＊ひまわり＞

ホ と ひ と 息ッ
カルピスは初恋の味

　幼い頃の不摂生から、歯科医であり

ながら早くに右下の六歳臼歯を喪失し

ていますが、この歯にはある特別な感

慨があります。中学三年のとき、以前

から好意を持っていた隣のクラスの女

生徒と、修学旅行をきっかけに急速に

親しくなりました。旅行の最後の夜、

高揚した気持ちが災いしたのか、放っ

ておいた虫歯が眠れないほど痛み出し、

保健の先生が応急的にクレオソート丸

をう窩（虫歯の穴）に入れてくれました。

　クレオソートの強烈な感覚はその後

いつまでも口の中に残り、今でもあの

刺激的な独特の匂いを嗅ぐと、修学旅

行の時の甘く切ない想いが蘇ります。

家には匂いを嗅ぐ目的のためだけのク

レオソートの瓶があり、時おり蓋を開

けては密かにあの頃を懐かしんでいま

す。今はなき六歳臼歯のお陰でカルピ

スならぬクレオソートが初恋の味にな

りました。

ひ
ま
わ
り

ご
あ
い

さ

つ

口
臭
予
防
　
そ
の
２
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＊
こ
の
論
文
は
コ
コ
ア
が
持
つ
口
臭
抑
制
効
果
を
研
究
し
た
も
の
で
す
。

ト
ピ
ッ

ク

ス

か
ら

のヒ ル マ ト キ オ

　
ア
ン
テ
リ
ア
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
ア
ン

テ
リ
ア
テ
ィ
ー
ス
（
前
歯
）
を
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
舌
側
移
動
、
後
方
移
動
）
す
る
事
で
、
キ
ャ

ナ
イ
ン
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
出
来
た
前

歯
と
犬
歯
の
す
き
間
を
閉
鎖
し
、
歯
列
の
一
体

化
（
隣
り
合
う
歯
と
歯
が
接
触
し
放
物
線
状
に

並
ぶ
状
態
）
を
獲
得
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
か
ら
、
歯
周
病
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
代
表
的
存
在
で

あ
る
糖
尿
病
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
糖

尿
病
は
血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
病
気

で
す
が
、
血
行
不
良
が
歯
肉
の
栄
養
補
給

や
修
復
機
能
を
低
下
さ
せ
、
歯
周
病
を
起

こ
し
や
す
く
し
ま
す
。
そ
し
て
、
糖
尿
病

が
進
行
し
白
血
球
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、

歯
周
病
原
菌
に
対
す
る
防
御
機
能
も
低
下

し
て
歯
周
病
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
ま
す
。

一
方
、
歯
周
病
の
悪
化
は
イ
ン
ス
リ
ン
の

効
き
目
を
低
下
さ
せ
糖
尿
病
を
進
行
さ
せ

ま
す
が
、
歯
周
病
を
徹
底
的
に
治
療
す
る
と
、

糖
尿
病
が
軽
減
あ
る
い
は
治
癒
す
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
血
糖
値
を

き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
歯

周
病
の
予
防
や
治
癒
に
つ
な
が
り
、
歯
周

病
を
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
は
糖
尿
病

の
症
状
軽
減
に
繋
が
る
の
で
す
。

▼
８
月
10
日
（
木
）
〜
17
日
（
木
）
夏
季
休
暇
の
た

め
休
診
で
す
。

ひ
る
ま
矯
正
歯
科
よ
り

矯 正 豆 知 識

歯
周
病
と
糖
尿
病

「
ア
ン
テ
リ
ア
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
昨
年
一
月
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
治
療
の
様

子
を
経
過
と
と
も
に
解
説
入
り
で
掲
載
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

ド
キ
ュ

メ

ン

タ
リ
ー
・
矯

正

治

療

スタンダードエッジワイズテクニックでは、歯を

正確に動かすために様々なループをワイヤーに曲

げこみます。今回は、V-loop（ブイループ）をレ

クトアンギュラーワイヤーに曲げこみ、このルー

プを利用して前歯を後退させ、歯列のすき間を閉

鎖していきます。V-loopは、患者さんの口腔内に

装着した時に基底部が離れるようにタイイングし

ます。そして、次回の来院までにループが自然に

閉鎖する事により前歯の位置が変化します。

～実際のアンテリアリトラクション～

～アンテリアリトラクションに用いるループ ～

＜アンテリアリトラクション開始前＞　　　　＜アンテリアリトラクション終了時＞

V-loopの基底部を開いた状態でワイヤー装着

このフックを利用して、奥歯から

ループに力をかけています

ループが閉じながら前歯が後退し

すき間が狭くなっています

～アンテリアリトラクションの治療前後～
＜上顎の歯列を噛む面から見たアンテリアリトラクション＞

＜上下顎の歯列を横から見たアンテリアリトラクション＞

＜V-loop開始前＞ ＜V-loop開始から3ヶ月後＞

ループが開いています

ワイヤー基底部

大臼歯からワイヤーを後方に

引っ張る事でループを開く

歯列のすき間

が閉鎖された

歯列のすき間

が閉鎖された


